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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第64期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第63期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 3,317,650 15,335,262

経常利益 (千円) 33,869 754,952

四半期(当期)純利益 (千円) 7,675 167,937

純資産額 (千円) 4,351,691 4,413,407

総資産額 (千円) 9,235,595 10,312,730

１株当たり純資産額 (円) 234.70 238.02

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 0.41 9.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 47.1 42.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 665,661 161,150

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 5,270 △65,862

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △496,129 △282,880

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 354,630 179,828

従業員数 (名) 255 257

(注)１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益の金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数（名） 255(298)

（注）１．従業員は、就業人員であります。 

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 194(265)

（注）１．従業員は、就業人員であります。 

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売経路
　

販売経路

販売別売上構成比率（％）

当第１四半期連結会計期間

百貨店  59.4

量販店  18.7

専門店、小売店その他  21.8

合計 100.0

　

(2) 品目別販売実績
（単位：千円）

区分 当第１四半期連結会計期間

ハンカチーフ 2,671,577

スカーフ 275,104

タオル 208,109

その他 162,859

合計 3,317,650

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 品目別仕入実績
（単位：千円）

区分 当第１四半期連結会計期間

ハンカチーフ 1,779,781

スカーフ 184,900

タオル 136,202

その他 82,297

合計 2,183,182

(注) 上記の金額は実際仕入額で表示しており、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（１）経営成績の分析

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油をはじめ資源の高騰やサブプライムローン問題の広

がりによる関係諸国の景気減速、生活必需品の高騰など企業業績・個人消費とも先行き不透明な状況が続いて

おります。

　このような環境下におきまして、当社グループは「企業活動を通じて社会貢献する」を経営目標として掲げ、

顧客起点の経営理念の下、いかなる環境変化にも対応して安定的な成長をはかるため顧客ニーズと時代背景を

明確に分析した商品開発と徹底した品質管理を推進するとともに、エコロジーを積極的に対応することによっ

て社会的貢献を目指しております。

　この経営目標のもと、消費マインドの低下から衣料品全般が苦戦する中、春物のスカーフ市場がトレンドに乗

り好況を呈し、当社グループといたしましてもコットン商材等のプリントや紫外線対策のＵＶ加工を施した商

品を中心に売上を伸ばすことが出来ました結果、当第１四半期における売上高は33億17百万円、売上総利益は

12億23百万円となりました。 

　営業利益は16百万円、経常利益は33百万円、四半期純利益は７百万円となりました。

　

（２）財政状態の分析

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、51億67百万円（前連結会計年度末は、61億80百万

円）となり、10億12百万円減少いたしました。受取手形及び売掛金の減少（30億46百万円から18億32百万円へ

12億13百万円減）、現金及び預金の増加（１億98百万円から３億73百万円へ１億74百万円増）が主な要因で

す。

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、40億68百万円（前連結会計年度末は、41億32百万

円）となり、64百万円減少いたしました。投資有価証券の減少（10億96百万円から10億69百万円へ26百万円

減）、のれんの減少（２億19百万円から２億５百万円へ13百万円減）、有形固定資産減価償却累計額の増加

（△28億62百万円から△28億89百万円へ△26百万円増）が主な要因です。

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、34億69百万円（前連結会計年度末は、44億81百万

円）となり、10億12百万円減少いたしました。支払手形及び買掛金の減少（28億90百万円から25億13百万円へ

３億76百万円減）、短期借入金の返済による減少（９億63百万円から５億10百万円へ４億52百万円減）、未払

法人税等の減少（１億30百万円から７百万円へ１億22百万円減）が主な要因です。

（固定負債）

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、14億14百万円（前連結会計年度末は、14億17百万

円）となり、２百万円減少いたしました。長期借入金の減少（３億１百万円から２億91百万円へ９百万円減）、

繰延税金負債の減少（１億14百万円から１億５百万円へ８百万円減）、退職給付引当金の増加（８億91百万円

から９億11百万円へ19百万円増）によるものが主な要因です。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、43億51百万円（前連結会計年度末は、44億13百万円）

となり、61百万円減少いたしました。利益剰余金の減少（７億59百万円から７億11百万円へ47百万円減）、その

他有価証券評価差額金の減少（１億72百万円から１億58百万円へ13百万円減）が主な要因です。
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（３）キャッシュ・フローの分析

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、主な収入と致しまし

ては、税金等調整前四半期純利益（32百万円）の計上、売上債権の減少による収入（12億22百万円）等があり、

支出と致しましては、たな卸資産の増加による減少（１億60百万円）、仕入債務の減少（２億82百万円）、未払

消費税等の減少（48百万円）、法人税等の支払額（１億29百万円）、短期借入金の返済による支出（４億52百

万円）等によって、前連結会計年度末に比べ１億74百万円増加し、３億54百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた収入は６億65百万円となりました。これは主に売上債権の増加、たな卸資産の増加、

仕入債務の減少、法人税等の支払額等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果得られた収入は５百万円となりました。これは主に投資有価証券の売却による収入、投資有価

証券の取得による支出等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は４億96百万円となりました。これは主に短期借入金の返済による支出、配当金

の支払額等であります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

　

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

１．重要な設備の新設等

　　　該当事項はありません。

　２．重要な設備の除却等

　　　該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,610,00018,610,000
ジャスダック証券
取引所

完全議決権株式であり、権利内
容に何らか限定のない当社に
おける標準となる株式

計 18,610,00018,610,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ─ 18,610,000─ 1,720,500─ 1,770,567

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式       57,000

―
権利内容に何ら限定
のない当社における
標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式   18,422,000 18,422 同上

単元未満株式 普通株式      131,000― 同上

発行済株式総数 18,610,000 ― ―

総株主の議決権 ― 18,422 ―

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
川辺株式会社

新宿区四谷４丁目
16番３号

57,000 ─ 57,000 0.30

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高(円) 144 163 153

最低(円) 131 138 134

（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人により四半期レビューを

受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
　(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 373,630 198,828

受取手形及び売掛金 1,832,755 3,046,583

商品 2,173,403 2,007,052

製品 145,247 188,612

原材料 143,184 127,783

仕掛品 128,675 106,961

その他 375,650 511,178

貸倒引当金 △5,101 △6,968

流動資産合計 5,167,446 6,180,030

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※１
 887,001

※１
 901,101

工具、器具及び備品（純額） ※１
 98,275

※１
 101,320

土地 748,618 748,618

その他（純額） ※１
 104,540

※１
 111,394

有形固定資産合計 1,838,435 1,862,434

無形固定資産

のれん 205,581 219,067

その他 61,025 59,980

無形固定資産合計 266,606 279,047

投資その他の資産

投資有価証券 1,069,329 1,096,259

投資不動産（純額） ※１
 700,794

※１
 703,247

その他 197,835 200,441

貸倒引当金 △4,854 △8,731

投資その他の資産合計 1,963,105 1,991,217

固定資産合計 4,068,148 4,132,699

資産合計 9,235,595 10,312,730

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,513,652 2,890,469

短期借入金 510,912 963,168

未払法人税等 7,891 130,446

賞与引当金 － 26,500

その他 436,784 471,089

流動負債合計 3,469,240 4,481,673

固定負債

長期借入金 291,624 301,428

退職給付引当金 911,102 891,538

繰延税金負債 105,581 114,181

その他 106,354 110,501

固定負債合計 1,414,662 1,417,649

負債合計 4,883,903 5,899,323

純資産の部

株主資本

資本金 1,720,500 1,720,500

資本剰余金 1,770,567 1,770,567

利益剰余金 711,808 759,790
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自己株式 △9,706 △9,664

株主資本合計 4,193,169 4,241,193

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 158,522 172,213

評価・換算差額等合計 158,522 172,213

純資産合計 4,351,691 4,413,407

負債純資産合計 9,235,595 10,312,730
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(2) 【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月1日
 至 平成20年６月30日)

売上高 3,317,650

売上原価 2,093,741

売上総利益 1,223,909

販売費及び一般管理費 ※１
 1,207,843

営業利益 16,065

営業外収益

受取利息 26

受取配当金 9,027

投資不動産賃貸料 14,174

その他 4,876

営業外収益合計 28,105

営業外費用

支払利息 7,041

不動産賃貸費用 2,892

その他 367

営業外費用合計 10,301

経常利益 33,869

特別利益

貸倒引当金戻入額 949

特別利益合計 949

特別損失

貸倒損失 1,232

商品廃棄損 456

その他 237

特別損失合計 1,926

税金等調整前四半期純利益 32,892

法人税等 ※２
 25,216

四半期純利益 7,675
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 32,892

減価償却費 40,830

のれん償却額 13,486

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,745

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,564

受取利息及び受取配当金 △9,053

支払利息 7,041

固定資産除却損 237

受取賃貸料 △14,174

商品廃棄損 456

売上債権の増減額（△は増加） 1,222,251

たな卸資産の増減額（△は増加） △160,558

仕入債務の増減額（△は減少） △282,086

未払消費税等の増減額（△は減少） △48,526

その他の資産・負債の増減額 1,704

小計 791,817

利息及び配当金の受取額 9,053

利息の支払額 △6,017

法人税等の支払額 △129,192

営業活動によるキャッシュ・フロー 665,661

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,664

無形固定資産の取得による支出 △9,663

投資有価証券の売却による収入 16,000

投資有価証券の取得による支出 △12,153

投資不動産の賃貸による収入 14,174

貸付金の回収による収入 37

その他の収入 540

投資活動によるキャッシュ・フロー 5,270

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △452,256

長期借入金の返済による支出 △9,804

配当金の支払額 △29,880

自己株式の取得による支出 △41

その他 △4,146

財務活動によるキャッシュ・フロー △496,129

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 174,802

現金及び現金同等物の期首残高 179,828

現金及び現金同等物の四半期末残高 354,630
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第9号)

を当第１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価

切下げの方法)に変更しております。

　なお、当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前

連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率

等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２　棚卸資産の評価方法

　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関

しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方

法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の

低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。

 

３　原価差異の配賦方法

　予定価格等を適用しているために原価差異が生じ

た場合、当該原価差異の棚卸資産と売上原価への配

賦を年度決算と比較して簡便的に実施する方法に

よっております。

 

４　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。

 

５　経過勘定項目の算定方法

　合理的な算定方法による概算額で計上する方法に

よっております。
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当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

６　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加

減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連

結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるので、前

連結会計年度において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によってお

ります。

 

７　連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去　

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去

　当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合に

は、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで

債権と債務を相殺消去しております。

連結会社相互間の取引を相殺消去

　取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が

乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法によ

り相殺消去しております。

 

８　未実現損益の消去

　四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資

産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見

積って計算しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,889,606千

円、投資不動産の減価償却累計額は、282,980千

円です。又、減損損失累計額は、104,106千円で

す。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,862,916千

円、投資不動産の減価償却累計額は、280,087千

円です。又、減損損失累計額は、104,106千円で

す。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃諸掛・荷具材料費 80,868

広告宣伝費 103,763

雑給 199,018

給料 283,177

賞与 38,579

退職給付費用 39,618

減価償却費 25,860

のれん償却額 13,486

※２　当第１四半期連結会計期間の「法人税等調整額」
及び「法人税、住民税及び事業税」は、「法人税
等」に含めて一括表示しております。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 373,630千円

預入期間が３か月超の定期預金 △19,000千円

現金及び現金同等物 354,630千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 18,610,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 68,532

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 55 3 平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行って

おりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が

認められないため、記載しておりません。
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(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日現在）

有価証券

１　その他有価証券で時価のあるもの

取得価額
四 半 期 連 結　　　　　　　
貸借対照表計上額

差額

 千円 　千円 　千円

四半期連結貸借対照表計上額が　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　取得価格額を
超えるもの

株式 530,705 812,588 281,882

四半期連結貸借対照表計上額が　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　取得価格額を超え
ないもの

株式 206,249 191,645 △ 14,604

　 合計 736,955 1,004,233 267,278

　

２　当第１四半期連結会計期間中に売却したその他有価証券

売却額　（千円） 売却益の合計　（千円） 売却損の合計　（千円）

16,000 ─ ─

　

３　時価評価されていない主な 「有価証券」 の内容及び四半期連結貸借対照表計上額

（1）　その他有価証券

非上場株式 65,096千円

４　その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額

該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

川辺株式会社(E02650)

四半期報告書

19/23



(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間は、一セグメント（日常品としての身の回り品）の売上高のため記載を省略
いたしました。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間は、本国以外の国又は、地域に所在する重要な在外支店及び連結子会社はあ
りません。

　

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間は、海外売上高が連結売上高の10％未満であるため記載を省略いたしまし
た。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

234円70銭 238円02銭

　
(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 4,351,691 4,413,407

普通株式に係る純資産額(千円) 4,351,691 4,413,407

普通株式の発行済株式数(株) 18,610,000 18,610,000

普通株式の自己株式数(株) 68,532 68,232

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(株)

18,541,468 18,541,768

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 0円41銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 7,675

普通株式に係る四半期純利益(千円) 7,675

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 18,541,662

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月12日

川辺株式会社

取締役会　御中

　

優成監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　　　加藤　善孝　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　　　鴛海　量明　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　　　本間　洋一　　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川辺

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20

年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川辺株式会社及び連結子会社の平成20年６月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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